
※当該日の午前 10時時点でTEl歌山県内において「大雨警報」もしくは「暴風警報」が発令中の場合|よ延期とします。
日程については後日ご案内します。

犠日回D和歌山県勤労福社会館

和歌山市北出島1-5-47
丁EL:073-425-3335(代表)

プラザホープ4階ホール (受付13:00から)
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※和歌山で活躍する 脳機能障害当事者のいろいろな「働く」を
支援者のエピソー 交えて紹介します。

コー ァ ィ ター 医師 橋本 圭司 氏

はしもとクリニック経堂 院長 橋本 圭司 氏

第三部 家族

主催 :和歌山高次脳機能障害リハビリテーション講習会実行委員会

事務局 :(ワークシ∃ップフラット)和歌山市中之島 1809番地

下ELO FAX:073-423-5838
E…mail:w… flat@joy.ocn.ne.jp

申し込み締め切り
9月 11日 (日 )

「見えなし

そのリノ

助成 :=般社団法人 日本損害保険協会 後援 :和歌山県



知つて下さい…高次脳機能障害

聞き目‖れない言葉かもしれません。

それでも一人でも多くの方に少しでもわかつていただきたいのです。

交通事故などで脳が強く傷つくよう

な出来事の後、医学の発達で命は取

り留めたものの、次のような症状が

起こり、社会生活に支障をきたすよ

うになります。
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高次脳機能障害 ～よ<見られる症状～

気が散りやすい
集中できない

うつかリミスが多い

持続性に欠ける
二つのことに気が配れない

しゃべれない
話すことや言葉の理解が難 しい

書くことや読むことが難しい

どこが悪いか
自覚がない

障害があることを理解できない

なんでもできると思つている

人の意見を聞かない

道具が使えない
動作がぎこちない

思い通りに動けない

操作手順が分からなくなる

子どもつぼくなつた
人 に頼る

口先ばか りで行動が伴わない

家族に代弁を求める

片側を見落とす
片側にあるものに気づかない

食事を食べ残す

人や物にぶつかる

文章の左側を見落とす など

我慢ができない
いくらでも食べてしまう

先のことを考えずにお金を使う

待てない

ささいなこ
`

気分にムラがあ気分にムラがある

場にそぐわない泣き笑い

一度にいろいろなことがあ2一度にいろいろなことがあると
パニックを起こす

落ち込んで
何もできない

やる気が出ない

一日中横になっている

悲観的になりやすい

★症状の説明にこ利用下さい。必要な方はコピーしてお渡し下さい★
出典 :神 奈川県 リハビリテーション支援センター 平成 18年 3月 発刊

(高 次脳機能障害 相談支援の手引 きヽ支援の導人と障害の理解～)
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お申し込みは、ファックス、もしくは E¨mailで参カロ者名・所属・職種・電話番号を

こ記入の上、送信して下さい。 E‐mail:w‐flat@joy.ocn口 ne口ip

フアックスでのお申し込み 073-423-5838(こ の表をそのまま送付下さい)

申し込み締め切り 9月 11日 (日 )

■

車椅子等の配慮が必要な

場合にこ記入下さい

電話番号・FAX番号
|

あなたの身近にこのような症状の方はいませんか ?

行動にまとまりがない

計画|が |=‐てられない
1優先順位が決められない

場 認 督疵
∝卸

こ だ わ り が 強 い

気持ちが切り替えら/1な い

同じことをし続ける
1つのことを繰り返し言い

続ける

見ているものが

分からない
見えているのに何か分からない

知つている人の顔が

見分けられない

参加者 こ氏名 所属・職種
第二部 家族交流会

参カロ希望者は
0をご記入下さしヽ


